
















































































































































































































































































































































※周年ものとしては以下がある：いわし , マガレイ , ハマチ ,
スズキ , メバル , ハモ , うに , 石カレイ , タナゴ , マグロ , 柳




































































































































































































































































































































































































































































































*  *  *
　以上，2010年の女川の地域づくりをみると，そ
の立地特性と豊かな水産資源を生かした取り組み
が，これからさらに展開しようという動きが胚胎
している状況であったことが印象的であったとい
える。既に月例イベントを通して集客の核となっ
ているシーパルⅡに加えて，始まったばかりの「女
川メニュー」がブラッシュアップされて女川の豊
かさを味で楽ませてくれる場となり，そしてシー
パルⅠが沿岸文化の殿堂としての機能を高めると
22―　　―
き，それらが相乗して「女川文化」を創出してい
くような役割を果たすのではないかと考える。
謝辞　多忙な観光シーズンと重なる中で，訪問ヒア
リングと質問紙調査に応じていただいた下記の方々
に謝意を表します：女川町企画課長・鈴木浩徳氏，
同係長・千葉泰広氏，同商工観光課係長・桜井政徳氏，
女川町観光協会事務局長・三浦幸治氏，マリンパル
事業協同組合事務局長・遠藤泰雄氏，女川麺飯飲食
業組合・オーナーシェフ・末広賢治氏，シーパルⅡ
の各店主の皆様。各位の無事と地域づくりへの復帰
を願うばかりである。
　あわせて，調査の分担メンバーであった以下の受
講生諸君に記して謝意を表します：池畑うみな，江
口豊，大崎早智子，加藤有希子，佐藤圭。
＜注＞
１ ）本報告はこの実習を契機にしているが，図表，
分析，行論は筆者自身の補充・検討・作成による。
２ ）ここでの「水産業」には，漁業センサス（2003）
で把握できる漁業，水産加工業，冷凍冷蔵業の３
産業をカウントしており，水産物卸･小売業や水産
関連サービス業は含まない。標準産業分類で「生
鮮魚介卸売業」は細分類，「鮮魚小売業」は小分類
でないと把握できない。
３ ）産業中分類での数値が把握できる1995年「女川
町統計書」掲載の工業統計では，製造業事業所数
の62％，同従業者数の85％，同出荷額の94％は食
品製造業によるものである。
４ ）「仙台・宮城DC」は，県やJRなどが2008年10 ～
12月に行った大型観光宣伝。その１年前の2007年
10月からプレキャンペーンが県内各地で行われた。
５ ）2003年度から，町水産農林課が所管する地産地
消のとりくみとして，学校給食に次の献立を取り
入れている：銀ザケ（５月），ほや（７月），サン
マ（９月），カキ（11月），くじら（11月），ホタテ
（１月）。
６ ）康福祉課の担当して，町民や児童・生徒対象の
銀ザケ，ほや，サバ，サンマの調理実習や海藻料
理コンテストを行っている
７ ）1960年刊行の『女川町誌』に，金華山は「古来
出羽の三山，南部の恐山と共に東奥の三霊地と称
せられ，信仰者の多いところであったが，近年更
に参拝観光者の数を著しく増している」（p.831）と
記されている。往時の繁栄が偲ばれる。
８）経緯は「河北新報」1992年５月14日記事による。
９）003年，飯野川農協より移られたという。
10 ）生鮮水産物の屋外販売は食品衛生法に抵触する
という保健所の指導で2010年はとりやめた。ボイル
したものや二枚貝は可能であることや鮮魚を屋内
店舗に取り込むことで売上げへの支障ないという。
11 ）「山形のイベント」とは，真室川音頭のルーツが
女川にあるとされることから2010年５月に始まっ
た真室川町の商業者グループとの交流行事で，山
間地と漁港の産品を集めた産直交流がマリンパル
前の広場で開かれた。
12 ）地理学徒の特殊個人的印象かと思い，同行した
10名の学生たちにも問うたところ，みな同印象と
のことであった。
13 ）夏の「みなと祭り」，秋の「サンマ収穫祭」。主
会場はいずれもマリンパル前ではなく，数100m離
れた町営駐車場と魚市場前である。
14 ）商工会，商店会，マリンパル女川事業協同組合，
JTB石巻支店，地域代表，女性代表，東北大学水
産実験所教授の７名。
15 ）「カフェレストラン・すえひろ」店主。民宿も兼
営しており，女川観光をめぐる動きについて，ご
教示をいただいた。
16 ）南氷洋調査捕鯨のクジラであり，伝統的捕鯨地
域である女川町と鮎川（旧牡鹿町）の町民に配給
される。女川のクジラ料理店は，それを縁故を辿っ
て入手しているとのことであった。
＜引用文献，web＞
「女川町誌」1960，「女川町誌 続編」1991
マリンパル女川事業協同組合：
http://www.chuokai-miyagi.or.jp/~marinepal/menu_frm.htm
